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自分たちの地域を自分たちで創ろう！ Ｎｏ

第３回 描くー 

平成２８年９月２日の19時からハピネスなかまで、 

「中間南校区まちづくり協議会第３回市民体験型研修」が開催されました。 

研修のはじめに、前回の「校区内まち歩き」を振り返り、当日の写真を見ながら、校区内の良い

ところや課題となるところなど、参加者が感じた感想や突撃インタビューで寄せられた意見などを

確認しました。 

また、今回の研修では、これまでの研修でわかった地域の課題や今後、校区まちづくり協議会で

取り組めそうな地域行事などをまとめ、班ごとに中間南校区の校区目標となるスローガンを考えま

した。 

そして、研修の最後に、中間南校区まちづくり協議会の今年度中の発足を目指し、規約や組織体

制などを、校区内の各団体の代表で組織する「中間南校区関係団体打合せ会」で定めていくことに

ついてみなさんに承認していただきました。
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【長期目標となるもの】 

●地域の問題点や課題について話し合いました。 

これまでの研修で、地域が抱えるさまざまな問題点や課題をみなさんから出して 
いただきました。これらを集約・整理したものが、次の２２項目の課題カードです。 
今回は、この項目の中から班のメンバーそれぞれが、関心の高い３項目を選び、 
それを班でキーワードごとにまとめました。 
そして、最も関心が高い課題には、花マルなどのしるしが付いています。 

①地域の見回りパトロール（ふるさとみまわり隊）を強化すべきだ。 

②飼い主のマナーを徹底し、犬猫のフンのないきれいなまちにすべきだ。 

③みんなが参加し、地域のまとまりができるイベントを実施すべきだ。 

④敬老会活動を活発にすべきだ。 

⑤夜道が暗い場所があるので、防犯灯の設置を充実すべきだ。 

⑥自治会へ加入して、地域への関心を持つべきだ。 

⑦独居老人の把握や見守り（高齢者見守り隊）を徹底すべきだ。 

 ⑧風水害や地震などの災害に強いまちとすべきだ。 

⑨犯罪のないまちにすべきだ。 

⑩定期的な清掃活動（草刈り）を行い、美しいまちを維持すべきだ。 

⑪交通手段（バスなど）の充実を図るべきだ。 

⑫子ども（小・中学生）が参加できるイベントを増やすべきだ。 

⑬子どもが安心して遊べる公園の管理（遊具の整備・草刈り等）をすべきだ。

⑭自然や緑があふれる街並みにすべきだ。 

⑮隣近所が声を掛け合い、孤独死が発生しないまちにすべきだ。 

⑯地域の史跡や文化遺産をアピールすべきだ。 

⑰所有者一人ひとりが空き家や空き地の管理・草刈りを徹底すべきだ。 

⑱近所同士の交流を深め、活気ある地域にすべきだ。 

⑲道路（歩道）の段差や車の通行が多い危険な個所（車道）は改善を図る 

べきだ。 

 ⑳災害時に、高齢者や障がい者など災害弱者を気遣い合うまちにすべきだ。

ごみのポイ捨て禁止やごみ出しのマナーを徹底すべきだ。 

買い物の不便をなくすべきだ。 
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１ 班 

２ 班 
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３ 班 

４ 班 

皆が住みやすい 

活気あるまち 

中間南校区 
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５ 班 

６ 班 
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◎中間南校区の課題解決に向けた６つのプラン 

これまでの研修で、地域の課題について話し合っていただいたところ、これらの 
課題を解決するキーワードが６つにまとまりました。 
２ページ目の図の「長期目標」として、これらの課題を解決するための活動を 
校区まちづくり協議会で行っていきます。 

① 自治会への加入促進

② 高齢者の見守り、孤独死防止、老人会活動の促進 

などの高齢者対策

③ 防犯、防災、子どもの通学安全対策

④ 環境整備 （ポイ捨て､犬猫のフン､清掃活動）

⑤ 交通手段、買い物の利便性向上

⑥ 地域の交流 （近所同士の交流・イベント） 
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【短期・中期目標となるもの】地域の共通行事などを話し合いました。

１ 班 
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４ 班 
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５ 班 

６ 班 
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◎中間南校区の各自治会で行われている主な行事や 

今後、校区まちづくり協議会の事業として行えそうな行事

各自治会で取り組みが行われているこれらの行事を参考に、今後、２ページ目の図
の「短期・中期目標」として、校区まちづくり協議会で取り組む事業を決めていくこ
とになります。 

● 盆 踊 り ● 敬 老 会 ● グ ラ ン ド ゴ ル フ

● 文 化 祭
●ふるさとみまわり隊 

（防犯パトロール）
● 清 掃 活 動

●子どもとの交流会 ● も ち つ き ●  旅     行

◎研修でみなさんから出されたスローガン（目標）  

・地域を元気にするまち 中間南校区 

・皆が住みやすい活気あるまち 中間南校区 

・皆が笑顔と元気になるまち 中間南校区 

・高齢者を見守るまち 中間南校区 

・子どもも高齢者も住みやすい 中間南校区 
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１ 班 
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４ 班 

５ 班 

６ 班 
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◆開催日時 平成２８年９月２日・午後７時～９時 

◆開催場所 ハピネスなかま 

◆参 加 者 ○参加者人数 ４２名 ○回答者数 ４０名 ○回答率 ９５.２％ 

 [○講師 １名 ○安全安心まちづくり課 ５名] 

■年 齢  

年  齢 人  数 割  合 

１０ 歳 ～ ０ 人 ０ ％ 

２０ 歳 ～ ０ 人 ０ ％ 

３０ 歳 ～ １ 人 ２.５ ％ 

４０ 歳 ～ １ 人 ２.５ ％ 

５０ 歳 ～ ０ 人 ０ ％ 

６０ 歳 ～ １１ 人 ２７.５ ％ 

７０ 歳 ～ ２４ 人 ６０.０ ％ 

８０ 歳 ～ ２ 人 ５.０ ％ 

９０ 歳 ～ ０ 人 0 ％ 

無 記 入 １ 人 ２.５ ％ 

■性 別 

性  別 人  数 割  合 

男 性 ２６ 人 ６５.０ ％ 

女 性 ８ 人 ２０.０ ％ 

無 記 入 ６ 人 １５.０ ％ 

■市民体験型研修（ワークショップ）の感想について 

項  目 人  数 割  合 

①有意義だった ２５ 人 ６１.０ ％ 

②普通だった １３ 人 ３１.７ ％ 

③あまり有意義でなかった ０ 人 ０ ％ 

④その他 ２ 人 ４.９ ％ 

無記入 １ 人 ２.４ ％ 

（④その他の意見：最初は下、だんだん盛上ってきた。       （※複数回答あり）
         意見があまりにも隔たりがあった。）

中間南校区まちづくり協議会 

第３回市民体験型研修（ワークショップ）参加者アンケート集計結果 
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■「校区まちづくり協議会」への理解度について 

項  目 人  数 割  合 

①たいへん深まった ８ 人 ２０.０ ％ 

②基本的な理解はできた ２８ 人 ７０.０ ％ 

③あまり分からなかった ３ 人 ７.５ ％ 

④その他 ０ 人 ０ ％ 

無記入 １ 人 ２.５ ％ 

■ワークショップの内容・時間設定について  

項  目 人  数 割  合 

①内容も時間も適切だった ２０ 人 ５０.０ ％ 

②話し合いの時間が短かった １４ 人 ３５.０ ％ 

③話し合いの時間が長かった ３ 人 ７.５ ％ 

④その他 １ 人 ２.５ ％

無記入 ２ 人 ５.０ ％

■これまでのワークショップの開催回数及び間隔について 

項  目 人  数 割  合 

①開催回数・間隔ともに適切だった ３１ 人 ７７.５ ％ 

②開催回数はもっと増やしてよかった ３ 人 ７.５ ％ 

③開催回数が多かった １ 人 ２.５ ％ 

④開催間隔が短かった ０ 人 ０ ％ 

⑤開催間隔が空きすぎだった １ 人 ２.５ ％ 

⑥その他 ０ 人 ０ ％ 

 無記入 ４ 人 １０.０ ％ 

■感想（自由記入） 

・南校区全体は坂道、階段が多いが、他の（門司区、長崎の高台）地区の状況もほしい。 

 他の所の生の声を聞きたいです。生活面に於いて。 

・早い時間の開催は無理でしょうか。午後3時～5時等。 

・他の自治会の方と話が出来て（聞いて）良かった。 

・時間がたりない。 

・これからも頑張って下さい。区民の目線に立って企画の方お願いします。 

中間南校区まちづくり協議会市民体験型研修会

●校区まちづくり協議会担当課 中間市安全安心まちづくり課(市民協働係) TEL ０９３(２４６)２０１７ 


